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AGENDA

関西電力グループの
ゼロカーボンに向けた取り組み
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お客さまや
社会の皆さまと取り組むこと

•再エネ拡大を見据えた強靭な電力ネットワークの構築、需給・系統制御技術の高度化

•ゼロカーボンソリューションの提供（省エネ・電化・創エネ・蓄エネ）､
新領域での取組み（VPP、蓄電所、電動モビリティ、BaaS（1）等）

•フュージョンエネルギーの技術探索を通じた、潜在的脅威への備えと事業機会の創出

•社有建物のZEB（4）化に向けた取組み

•ガス供給におけるe-メタン等の調達・供給の検討

•お客さまニーズを踏まえたカーボンクレジットの創出・活用

•姫路エリアをはじめとする水素等サプライチェーン構築および周辺需要家への水素供給に向けた取組み

•太陽光・風力等の再エネ電源の持続的な開発

•原子力7基の安定運転継続、運用高度化

•水力発電電力量の維持・向上、揚水の最大限活用

•原子力の新増設・リプレースに向けた取組み •水素製造への活用

•最新鋭LNG火力電源開発を含む高効率化

•CCS（2）導入拡大、水素・アンモニアの混焼・専焼に向けた取組み

•CCUS（3）バリューチェーン構築に向けた取組み
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•開発物件のZEH（5）・ZEB標準化、GX ZEH（6）基準への挑戦

再エネ

原子力

ゼロカーボン
火力

CCUS

水素

新たな取組み

ゼロカーボンの取組み

社会全体のゼロカーボン達成に向けた道筋

20502030 2040

• 「ゼロカーボンビジョン2050」の実現のため、引き続きロードマップに沿って取組みを推進し、将来を見据えた脱炭素技術の探索・開発と                          

新たな収益機会の創出によって持続的成長を目指す

• 責任あるエネルギー事業者として安定供給を果たすとともに、私たち自身のゼロカーボン化はもちろん社会全体のゼロカーボン化にも取り組んでいく

注記: （1） Banking as a Service （銀行の預金・決済・送金等の機能をAPI等を通じて活用し、自社サービスとして金融機能を提供する仕組み）
 （2） Carbon dioxide Capture and Storage （CO2分離回収および貯留）
 （3） Carbon dioxide Capture,Utilization and Storage （CO2分離回収および利用・貯留） 
 （4） Net Zero Energy Building （年間の一次エネルギー消費量を正味ゼロとすることを目指した建築物）

（5） Net Zero Energy House （年間の一次エネルギー消費量を正味ゼロとすることを目指した住宅）
（6） 従来のZEHをさらに進化させた次世代の省エネ住宅基準。断熱性能や設備要件を高め、再エネの自家消費を促進する

経営計画2026
（2026.4末公表）
P.41より

出典：関西電力グループ経営計画2026（P.41）

https://www.kepco.co.jp/corporate/policy/pdf/plan_2026.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/policy/pdf/plan_2026.pdf
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C O 2排出係数の推移

関西電力グループの取組み
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関西電力グループでは、お客さまにお届けする電気のCO2排出係数を、非化石証書
の活用も含め、低減に向け取組み、トップランナー水準とすることを目標として
います。

参考）
2024年度は、旧一般電力事業者の中では
中部電力(0.376㎏-CO2/kWh)に次ぐ水準。

★2024.4末、ゼロカーボンロードマップ更新時のプレス時QAより
（トップランナー水準とは何を示しているのか。今後具体化していく
のか。）
・お客さまに販売する電気のＣＯ２排出係数については、市場か
らの非化石証書の調達状況等に影響される。
・また、内外無差別な電源調達の進展により、当社の電源側での
取組みは直接的には反映できない。
・さらに、今後の制度動向や非化石証書の流通状況等の不確実
性も高く、現時点で具体的な数値目標を示すことは難しいものと
考えている。
・しかしながら、お客さまにとって、購入される電気の排出係数は、
排出量に直結する重要な要素であり、競合他社に負けない排出
係数の水準を目指していくという姿勢を、「トップランナー水準」とい
う言葉に込めたものである。

エネ環更新資料
（260611受領）

＋リード文はこちらで追記
（大阪府環境審議会
気候変動対策部会説明
資料（250521）P.34
より）



4【参考】電気料金関係：国による「電気料金・ガス料金支援」の実施

◼ 2026年5月25日に高市内閣総理大臣記者会見において、中東情勢への対応として発表され
た内容に基づき、「電気・ガス料金支援」が、2026年8月分料金（7月使用分）– 2026年10月
分料金（9月使用分）の間、実施される。

適用例
（電気の場合）

2026年

7月 8月 9月 10月

値
引
額
の
料
金
反
映

低圧・
高圧500kW未満

高圧500kW以上
10月分料金

8月分料金
※7月使用分

9月分料金

※9月使用分

8月分料金
※8月使用分

9月分料金
※8月使用分

10月分料金
※9月使用分

電気 都市ガス

期間 2026年8月分料金（7月使用分） ー 2026年10月分料金（9月使用分）

対象
低圧 および 高圧のお客さま

（特別高圧のお客さまは対象外）

年間契約量

1,000万m3未満のお客さま

値引単価

（8・10月分料金）

低圧 3.5円/kWh（税込） 小口 14.00円/m3（税込）

高圧 1.8円/kWh（税込） 大口 12.73円/m3（税抜）

値引単価

（9月分料金）

低圧 4.5円/kWh（税込） 小口 18.00円/m3（税込）

高圧 2.3円/kWh（税込） 大口 16.37円/m3（税抜）

S本部 企画部門
料金企画G資料
（260603）
【お客さま配布可】

※10月使用分



5【参考】電気料金関係：各社家庭用の標準的なモデル料金（７月分料金）

※当社モデル使用量260kWhを採用。
 燃料費調整単価：燃料費調整（7月分）は、5/28公表の最新値に基づき算定。
再エネ賦課金（1,086円）、消費税等相当額、口座振替割引（55円）を反映。

■各社家庭用の標準的なモデル料金は以下のとおり。
■当社は規制料金の水準を据え置いており、他社と比べても低位な水準を維持している。

10,711 

8,703 8,823 8,519 8,601 

7,843 
8,316 8,501 

7,901 

9,325 

関西中部 九州北海道 東京東北 北陸 中国 四国 沖縄

S本部 企画部門
料金企画G資料
（260603）
【お客さま配布可】

（円）



ご清聴ありがとうございました。
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